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�学会記事
�２０００年度日本地球化学会年会のお知らせ（Ⅱ）
�Geochemical Journalからのお知らせ

�評議員会，各委員会，研連議事録
�三宅賞の推薦依頼
�日産学術助成（学会推薦）
�鳥居基金
�その他の研究助成，学会，シンポジウム等の各種情報
のお知らせ

�シンポジウム，講演会など

現在，日本地球化学会のホームページを学術情報センターのホームページ内の Academic

Society Home Villageの中で公開しております。URLアドレスは，

http : //wwwsoc.nacsis.ac.jp/gsj2/index.html

です（Yahoo! JAPANにも登録しております）。

人事公募やシンポジウムのご案内などは随時更新しています。ご覧の上，ご意見，ご要望を

お寄せください。みなさまのご協力で，より魅力的でアップデートなものにしていきたいと

思っています。
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２０００年度日本地球化学会年会のお知らせ（II）

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会

後援・協力：山形コンベンションビューロー

会期：２０００年９月２５日�～９月２７日�
会場：山形大学教養教育棟

（山形県山形市小白川町１―４―１２）

内容：一般講演（１５分）

ポスターセッション（１８０cm×９０cm）

課題討論（各課題のコンビーナー，連絡先，概

要等は以下の通りです。）

課題討論�
課題名：海洋と地球―海洋化学と地球環境研究の今後

（その２）

概要：海洋はいうまでもなく地球環境に重大な影響を

与える決定要因である。必ずしも明るいだけではない

人類の未来にとって，海洋科学研究が担う役割は重く

なり続けると予測される。一方で，細分化され過ぎた

現在の海洋化学だけでは，社会的要請に答えきれない

課題も増えるであろう。そのことに対処するために，

学際的連携はこれまで以上に重要になるであろう。周

辺分野との共同作業のあり方をも視野に入れて，２１世

紀の海洋化学の展望を話しあいたい。

コンビーナー：

益田晴恵（大阪市立大学理学部）

Tel：０６―６６０５―２５９１，Fax：０６―６６０５―２５２２，

E−mail : harue@sci.osaka−cu.ac.jp

川幡穂高（地質調査所海洋地質部）

Tel：０２９８―５４―３７６５，Fax：０２９８―５４―３７６５，

E−mail kawahata@gsj.go.jp

柳澤文孝（山形大学理学部）

Tel：０２３―６２８―４６４８，Fax：０２３―６２８―４６６１，

E−mail : yanagi@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

講演について：招待講演のみ・原則１講演２０分

課題討論�
課題名：風送ダストの地球化学

概要：大陸の乾燥地帯から風によって大気中に舞い上

がり大気上層部にまで到達した風送ダストは，大気上

層の風によって東アジアから太平洋にまで広範囲に長

距離輸送され，地球環境に大きな影響を与えている。

風送ダストによる地球環境への影響を正しく評価する

ためには，風送ダストの実態把握が急務である。本課

題講演では，風送ダストの地球化学的側面についてこ

れまでに得られているデータを整理することによって

共通した認識を確立すると共に，今後の研究の方向に

ついて話し合いたい。

コンビーナー：

金井 豊（地質調査所地殻化学部）

Tel :０２９８―６１―３７２３，Fax：０２９８―６１―３５６６，

E−mail : kanai@gsj.go.jp

上岡 晃（地質調査所地殻化学部）

Tel：０２９８―６１―３５５６，Fax：０２９８―６１―３５３３，

E−mail : kamioka@gsj.go.jp

柳澤文孝（山形大学理学部）

Tel：０２３―６２８―４６４８，Fax：０２３―６２８―４６６１，

E−mail : yanagi@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

講演について：招待講演のみ・原則１講演２０分

課題討論�
課題名：日本列島における初期人類文化の年代とその

背景解明への理化学的アプローチ

概要：１９８０年代以来，宮城県や山形県をはじめとする

東北地方を中心として，それまでの日本考古学の常識

をくつがえすような古い人類の生活の痕跡が相次いで

発見されている。最近では，ついに，関東地方秩父盆

地における発掘調査で，住居址の可能性が高い遺構ま

でも発見された。このような研究は，単に日本列島に

おける初期人類文化の年代を遡らせるだけでなく，当

時の人々の認識能力の高さに関する再評価の必要性を

世界中に強く訴えかけている。東北地方を中心とした

研究では，年代測定をはじめとして，さまざまな理化

学的手法が用いられ，日本列島に生きた原人の生活様

式や当時の環境を復元する試みが行われている。本課

題講演では，最近の研究成果を総括するとともに，そ

の研究手法について検討し，新しい地球化学的アプ

ローチ手法の開発の可能性について議論したい。

コンビーナー：

豊田 新（岡山理科大学理学部）

Tel：０８６―２５６―９６０８，Fax：０８６―２５５―７７００，

E−mail : toyoda@dap.ous.ac.jp

早田 勉（古環境研究所）

Tel：０２７―２５１―０７０９，Fax：０２７―２５３―８１７１，

E−mail : soda@muc.biglobe.ne.jp

齋藤和男（山形大学理学部）

Tel：０２３―６２８―４６４９，Fax：０２３―６２８―４６６１，
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E−mail : kazsan@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

講演について：招待講演３～４件，一般講演５～６件

・原則１講演２０分

課題討論�
課題名：２１世紀に渡す地球化学の課題

概要：地球化学の各分野から講演者を依頼し，その分

野の現状，今後の展望を講演していただく。

コンビーナー：

松久幸敬（地質調査所）

Tel：０２９８―６１―３６８８，Fax：０２９８―６１―３７４８，

E−mail mats@gsj.go.jp

野津憲治（東京大学大学院理学系研究科付属地殻化

学実験施設）

Tel：０３―５８４１―４６２４，Fax：０３―５８４１―４１１９，

E−mail : notsu@eqchem.s.u−tokyo.ac.jp

齋藤和男（山形大学理学部）

Tel：０２３―６２８―４６４９，Fax：０２３―６２８―４６６１，

E−mail : kazsan@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

講演について：招待講演のみ・原則１講演３０分

＊充分な討論時間を確保するため，一般講演・課題討

論を通じて口頭発表は１演者１件に限らせていただ

きます。２件目の発表からはポスターセッションで

お願いいたします。ただし，課題討論の招待講演は

この限りではありません。

＊口頭発表は原則として OHP１台の使用とします。

講演申込期限 ６月３０日�（必着）
講演申込み方法

１）郵送による受付

本号のニュース添付の申込用紙またはそのコピー

をご利用下さい。封筒には講演申込在中と朱書して

下さい。なお，遅延，郵送中の紛失等の責任は負い

かねますので，送付方法には充分にご留意下さい。

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 柳澤文孝

２）電子メールによる受付

下記の電子メールアドレスまで講演申込の書式を

ご請求下さい。電子メールで書式をお送りいたしま

す。必要事項を全て記入のうえ下記の電子メールア

ドレスまで送信してください。なお，誤送信等の責

任は負いかねますので送信には充分にご留意下さ

い。

E−mail : yamagata２＠tokyu−tour.co.jp

３）ホームページ上からの受付

ホームページ（http : //tour.tokyu.com/chikyuka-

gaku/）の所定の書式に従って送信して下さい。な

お，ホームページの開設は６月初旬を予定していま

す。

講演要旨締切 ７月２８日�（必着）
１）郵送による受付

本号ニュース添付の「講演要旨作成上の注意」に

従って作成して下記宛にお送り下さい。封筒には講

演要旨在中と朱書して下さい。なお，遅延，郵送中

の紛失等の責任は負いかねますので，送付方法には

充分にご留意下さい。

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 柳澤文孝

２）PDFファイルによる受付

Adobe Acrobatによって作成した PDFファイル

を下記宛に電子メイルの添付ファイルとしてお送り

下さい。なお，誤送信等の責任は負いかねますので

送信には充分にご留意下さい。

E−mail : yanagi@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

総会：９月２６日	 午後開催

懇親会：９月２６日	 午後６時からオーヌマホテルに

て開催予定

参加申込：（予約正会員，要旨集予約，懇親会予約）

締切：９月１日�（必着）
参加費：（予約会員１，０００円，学生会員 無料，非会員

２，０００円，予約外会員２，０００円）

要旨集：予約４，０００円（送料込），予約外５，０００円

懇親会：予約５，０００円，学生３，０００円，予約外６，０００円

参加申込方法

１）郵送による受付

本号ニュース添付の要旨込み用紙またはそのコ

ピーをご利用下さい。封筒には講演申込所在中と朱

書して下さい。なお，遅延，郵送中の紛失等の責任

は負いかねますので，送付方法には充分にご留意下

さい。

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 柳澤文孝

２）電子メールによる受付

下記の電子メールアドレスまで講演申込の書式を
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ご請求下さい。電子メールで書式をお送りいたしま

す。必要事項を全て記入のうえ下記のメールアドレ

スまで送信してください。なお，誤送信等の責任は

負いかねますので送信には充分にご留意下さい。

E−mail : yamagata２＠tokyu−tour.co.jp

３）ホームページ上からの受付

ホームページ（http : //tour.tokyu.com/chikyuka-

gaku/）の所定の書式に従って送信して下さい。な

お，ホームページの開設は６月初旬を予定していま

す。

送金

参加費，要旨集代，懇親会費は９月１日�までに下
記宛にご送金下さい。領収書等は東急観光㈱山形支店

よりお送りいたします。

銀行口座：山形銀行山形駅前支店

普通口座 ０７９９７２６

加入者名：東急観光㈱山形支店

宿泊の予約

東急観光㈱山形支店がお世話いたします。本号

ニュースに添付の「２０００年度日本地球化学会 宿泊ご

案内」を参照のうえ，添付の申込書またはそのコピー

を用いて９月１日�までに下記の東急観光㈱山形支店
の相馬一または山口謙一までお申し込み下さい。

東急観光㈱山形支店 営業 相馬一または山口謙一

住所：〒９９０―００３９ 山形県山形市香澄町１―１１―２２

Tel：０２３―６４１―４１４１（代表），Fax：０２３―６４１―１０１９

年会連絡先

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 齋藤和男

Tel：０２３―６２８―４６４９（直通），Fax：０２３―６２８―４６６１，

E−mail : kazsan@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

または

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 柳澤文孝

Tel：０２３―６２８―４６４８（直通），Fax：０２３―６２８―４６６１，

E−mail : yanagi@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

講演申込・参加申込の電子メールアドレス：

yamagata２＠tokyu−tour.co.jp

講演申込・参加申込のホームページアドレス（６月初

旬開設予定）：

http : //tour.tokyu.com/chikyukagaku/

日本地球化学会公開講演会

講演会の題目：地球規模の環境問題

開催日：平成１２年１０月

開催地：山形市中央公民館（アズ七日町）大会議室

内容：近年の科学技術の発展と産業経済の拡大の結

果，人間活動は大規模化して地球環境に加速度

的な変貌をもたらし，人間の生活に大きな影響

を与えるようになってきている。しかし，地球

環境問題ついて総合的な理解のための情報が充

分に提供されているとは言い難いのが現状であ

る。本講演会では地球環境問題の現状と今後に

ついて平易にお話しする。

連絡先：

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 齋藤和男

Tel：０２３―６２８―４６４９（直通），Fax：０２３―６２８―４６６１，

E−mail : kazsan@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

または

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 柳澤文孝

Tel：０２３―６２８―４６４８（直通），Fax：０２３―６２８―４６６１，

E−mail : yanagi@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

（詳細は次号のニュースに掲載いたします。）

Geochemical Journalからのお知らせ

――全論文のweb上での公開と

impact factorについて――

最近ではインターネットの発達などにより，情報の

より広く速い配付・検索などが要求され，文部省など

からも学術誌の国際化，電子出版化などが評価の基準

の一つになってきました。Geochemcal Journalで

は，インターネット上で，アブストラクトのみの公開

をしていましたが，雑誌の発行後，半年後に全論文を

も web上で公開するということを決め，TERRAPUB

との協力で今年から実施します（Geochemical Jour-

nalのホームページは，現在，“http : //psmac０．ess.

sci.osaka−u.ac.jp/GJ”（大阪大学）と“http : //www.

terrapub.co.jp/journals/GJ/”（TERRAPUB）に あ り

ますが，後者で公開）。また，雑誌の CDROM版の作

成なども検討しています。

このように雑誌の国際化，電子化が叫ばれています
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が，なんといっても学術誌の評価は雑誌の impact

factorにあるものと思われます。最近出た１９９８年度の

“Journal Citation Reports”によれば，Geochemical

Journalの impact factorは０．５７９でした。impact fac-

torは Earth and Planetary Science Letters（２．８１５），

Geochimica et Cosmochimica Acta（２．６６６）と比べて，

決して高い数とは言えないのですが，“Journal Cita-

tion Reports”にある Geochemistry and Geophysics

のカテゴリーの雑誌４０誌中の３０位とそれなりにが

んばっています。因みに，１９９７年度の Geochemical

Journalの impact factorは０．３５１，Geochemistry and

Geophysicsのカテゴリーの雑誌での順位は４３誌中３９

位でしたので，随分と上昇してきました。

編集委員会では，とりあえずの目標として，Geo-

chemcial Journalの impact factorを１以上にあげる

ことを考えています。impact factorが１になると，

かなり国際性の高い雑誌として世界的に認知されると

思います。ジャーナルが良くなるためには，多くの論

文が投稿され，多数の論文からふるいにかけられた良

い論文が掲載されることが不可欠です。そうすれば，

より多くの研究者からその論文が引用され，多くの研

究者がそのジャーナルを見る必要があることから，

ジャーナルのサーキュレーションはより広がっていき

ます。こうなると，プラスのフィードバックで，より

多くの論文が投稿されるようになり，ますます引用回

数も増えてジャーナルのサーキュレーションも良く

なっていきます。このように多くの論文の投稿と引用

回数の増大およびジャーナルのサーキュレーションの

拡大は，相補的にジャーナルの質を向上させるはずで

す。そこで，皆様に Geochemical Journalへの一層

の論文投稿をお頼みする次第です。

また，同時に上記のようなプラスのフィードバック

効果があることを考えると，そのきっかけをつくるこ

とも大事ではないかと思われます。すなわち，地球化

学会の会員の方にできるだけ Geochemical Journal

に掲載された論文を引用して論文を書くことを心掛け

ていただくというものです。Geochemical Journal

は，日本地球化学会誌です。この雑誌が良くなれば，

世界における日本の地球化学研究全体の評価が上がる

ものと期待されますし，良くするためには，日本地球

化学会の皆様の協力が必要です。Geochemical Jour-

nalの論文引用を引き上げるきっかけとなるよう，な

るべく Geochemical Journalに掲載された論文を引

用して論文を発表するということは，大いに助けにな

ります。皆様の一層の御協力をお願いするものです。

Geochemical Journal編集長 松田准一

２０００～２００１年度評議員懇談会メモ

日時：１９９９年１０月１日� １８時１５分～１９時００分

場所：地質調査所８４３会議室

出席者：松久幸敬次期会長，野津憲治次期副会長，石

橋純一郎，海老原充，河村公隆，日下部実，

坂田将，佐竹洋，田中剛，富樫茂子，中井俊

一，野崎義行，野尻幸宏，乗木新一郎，増澤

敏行，益田晴恵，松田准一，村江達士，吉田

尚弘（以上次期評議員）

１．次期（２０００～２００１年度）幹事会のメンバー構成を

資料のとおりで了承（ただし，監事は幹事会メン

バーに入らない。正式には２０００年度第１回目の評議

員会で決める）。出版幹事は今回設けず，GJ編集

長が対応し，庶務幹事と会計幹事が補佐する。

２．学会賞推薦および鳥居基金第１回応募締め切りは

いずれも１月末日であるため，２０００年度の学会賞等

受賞者選考委員会および鳥居基金委員会のメンバー

は，今期（１９９８～１９９９年度）の評議員会ですでに決

まっている。

３．名誉会員推薦委員会の委員長は副会長が兼務する

ことが明文化されている。委員は２０００年度第１回評

議員会のときに決める。

４．将来計画委員会は委員長も含めて２０００年度第１回

評議員会のときに決める。

５．評議員会は２月（土曜日），６月（土曜日），年会

時の年３回。幹事会は評議員会の１週間前の土曜日

に行う。場所は，来期も原則として東大山上会館

（空いてなければ学士会館）。

６．２０００年度第１回評議員会は２月１２日
，幹事会は
２月５日
の予定（中井評議員に会場予約を依
頼）。

７．旅費は，年会以外の評議員会において，出席者に

支給する。航空運賃は，実費を自己申告していただ

き，早割を買う努力をしていただく。別のソースで

旅費が出る場合もその旨を申告していただく。

第１７期日本学術会議海洋科学

研究連絡委員会（第６回）議事録

日時：平成１１年１２月９日� １３時３０分～１６時００分

場所：日本学術会議６階会議室
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出席者：田中，有賀，石井，河村，小泉，佐伯，平

（啓），竹内，角皆，野崎，花輪，伏見，松

山，友定（オブザーバー）（敬称略）

はじめに，田中委員長より体調等の問題のために，

長い間委員会活動が滞ったことに対する謝意が表明さ

れた。その後，田中委員長の司会により以下の事項に

ついて報告および審議が行われた。大要は以下の通

り。

１．報告事項

１）委員長報告事項

・２０００年１月６日に，科学研究費の審査のあり方

に関する第４常置委員会主催の会合が各研連委

員長出席のもとで行われる。本研連からは，田

中委員長が出席する予定。

２）各委員報告事項

・花輪委員から，本研連と海洋物理学研連との共

催で，海洋学会春季大会期間中の３月３１日に，

「２１世紀の海洋研究と教育体制」に関するシン

ポジウムが開催されたこと，前回の会合で承認

された「海洋科学研究・教育のための船舶運営

機構に関する検討小委員会」の設置が，４月に

第１常置委員会に諮られ承認されたことが報告

された。

・角皆委員から，１０月にインド・ゴアで開催され

た海洋研究科学委員会（SCOR）第３４回執行理

事会について，配布資料に基づき詳細な報告が

あった（審議事項参照）。主たる内容は，ワー

キンググループの活動状況，大規模研究プロ

ジェクト，組織・財政等であった。なお，この

中で GLOBEC（Global Ocean Ecosystem Dy-

namics）科学運営委員会委員であるウクライ

ナの研究者が，国家機密を国外に持ち出したと

の理由で当局に拘束されており，現在抗議行動

を行っている旨，紹介があった。

・平（啓）委員から，POGO（Partnership for

Observation of the Global Ocean）設立の会合

が米国スクリップス海洋研究所で開催されたこ

と，オーストラリア・パースに政府間海洋学委

員会（IOC）の事務所が設立され，２０００年秋に

インド洋に関する国際シンポジウムが開催され

ること，東大海洋研の改組にまつわる概算要求

の内容について，それぞれ報告があった。

２．審議事項

１）SCOR関係（報告事項参照）

第３４回執行理事会における日本の分担金をカテ

ゴリ IVから Vへ上げるようにとの要請に従い，

学術会議に分担金増額の所定の申請をするととも

に，SCOR委員長から分担金増額に関する要望

書を日本に送るよう働きかけることとした。２００２

年１０月に日本で第２６回 SCOR総会を開催するこ

とを承認した。これに伴い，今後開催資金の調達

に努力すること，日本の活動を紹介するシンポジ

ムを企画することを申し合わせた。

２）練習船問題（略称）小委員会

委員長に予定されていた故大谷清隆委員の後任

問題，今後の活動について議論した。その結果，

委員長には河村委員が就任し，大谷委員に代わり

北海道大学から桜井泰憲氏を小委員会委員として

参加してもらうこととした。この問題をめぐる事

態は急速に進行しており，小委員会活動を活発に

行って欲しい旨，要請があった。

３）東大海洋研協議会委員の推薦について

東大海洋研所長から依頼のあった標記推薦につ

いて検討し，平成１２年４月からの協議員として以

下の４名を推薦することとした。上眞一氏（広島

大学），高橋孝三氏（九州大学），田上英一郎氏

（名古屋大学），市川洋氏（鹿児島大学）。

４）故大谷委員の後任について

９月に逝去された故大谷清隆委員の後任とし

て，現在オブザーバーとして出席している水産庁

中央水産研究所の友定彰海洋生産部長を推薦する

こととし，所定の手続きを取ることとした。

３．次回（第７回）は，２０００年２月４日�１３時３０分か
ら，日本学術会議で行う。

第１７期日本学術会議海洋科学研究

連絡委員会（第７回）議事録

日時：平成１２年２月４日� １３時３０分～１５時４５分

場所：日本学術会議６階第５部会議室

出席者：田中，有賀，石井，河村，小泉，杉本，平

（朝），平（啓），谷口，角皆，友定，野崎，

花輪，伏見，松山（敬称略）

田中委員長の司会により，大要以下の議事がなされ

た。

１．前回の議事録（案）を一部字句修正の上，承認し
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た。

２．報告事項

３）委員長報告事項

・学術会議総会へ提出する本研連の活動報告を委

員長と花輪幹事が相談の上作成したいとの提案

がなされ了承された。

・文部省で設置を予定している「総合環境学研究

所」の進捗状況が報告された。平成１２年度予算

で設立準備調査室（事務官１名，教授２名の増

員）が認められ，平成１３年度に３０名規模で研究

所を発足させるよう努力していることなどが紹

介された。

４）各委員からの報告

・花輪委員から，この間行われた（１月７日，同

２０日）科研費「複合領域」に関連する学術会議

の委員会で，本研連が「環境科学（分科）・環

境保全（細目）」の関係研連になったことが報

告された。なお，本研連は今後も「海洋科学」

の分科・細目が新たに設置されるよう，努力す

べきとの意見が出された。

・平（朝）委員から，資料配布の上，OD２１の進

捗状況が報告された。また，IODP国内委員会

では，建造中の新掘削船の運用体制や研究体制

について議論しており，その報告書を準備中で

あること，これを学術会議の関連する研連に送

付するので，各研連でレビューの上，対外報告

書を出すなど何らかの対応をして欲しい旨の要

望がなされた。

・平（啓）委員から，東京大学海洋研究所の改組

の状況が報告された。６大部門への移行と，海

洋環境センター（教授１名純増，助手４名振り

替えて助教授１名，助手３名）の新設が，平成

１２年度予算で認められた。また，一部の部門

が，新領域創成科学研究科環境系自然科学コー

スの協力講座になる概算要求も準備している。

・角皆委員から，本研連が IOC分担金カテゴリ

の上位シフトを承認したことに，IOC執行部

が感謝していることが紹介された。また，今年

度代表派遣の申請ができなかったため，来年度

はこのようなことがないようにとの要望が出さ

れた。

３．審議事項

「練習船問題（仮称）」に関し，同日午前中に行

われた「海洋科学研究・教育のための船舶運営機構

に関する検討小委員会」（河村委員長，松山・花輪

幹事）の議論が紹介され，その後活発な意見交換を

行った。個々の大学おける存続に向けた動きはサ

ポートするが，小委ではむしろ長期的展望に立って

提言をまとめるべきであること，省庁再編・国立大

学の独立行政法人化の機会は変革の好機であるこ

と，教育・研究双方の立場で船舶の必要性を強調す

べきであること，ある分野に特化した研究船が望ま

しいこと，海洋研がこの問題解決に積極的になって

欲しいこと，など多様な意見が出された。研連の総

意として早急に提言の文書を作成して欲しいとの要

望が出され，このため今後小委はできるだけ早く作

業を行うこととし，可能であれば次回の研連会合ま

でに，提言のたたき台を準備することとした。

４．次回（第８回）は，２０００年４月３日�１３時３０分か
ら，日本学術会議で行う。

日本学術会議第１７期第４回惑星科学

専門委員会議事録

開催日時：２０００年１月１４日� １４時００分～１６時００分

開催場所：日本学術会議第５会議室

出席者：中澤，北村，加藤，圦本

０．配布資料

・我が国の大学等における研究環境の改善について

（勧告）

・日本学術会議の自己改革について（声明）

・日本学術会議の位置付けに関する見解（声明）

１．報告等

� 以下の通り地球物理学研究連絡委員会関連の報

告があった（中澤）。

ａ．２００１年 IUGG大会の札幌開催が７月のバー

ミンガム大会で決定された。それを受け，大

会組織委員会案（組織委員長：上田誠也，幹

事：末広潔，事務局は JAMSTEC内にお

く）が提示され，組織委員会を中心にさらに

具体化していくこと，今後も地球物理学研連

と密接に情報交換を行っていくこと，が確認

された。

ｂ．日本学術会議１３１回総会において，日本学術

会議の自己改革について議論があり，その集

約として「日本学術会議の自己改革について

（声明）」，「日本学術会議の位置付けに関す

る見解（声明）」が採択された。また，「我が
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国の大学等における研究環境の改善について

（勧告）」も採択され，政府に対して勧告を

行った。

ｃ．科学研究費の審査方法の変更（審査委員推薦

数が従来の２倍になった，等）に伴い，地物

分野関連細目の審査員推薦の基本方針に関し

て議論があったが，従来通りの順番で各学会

に依頼することとした。惑星科学分野として

ローテーションに加わることも打診された

が，当面従来通りとすることで回答した。但

し推薦人数の少なくとも１／３程度は惑星科学

を理解できる方が入るよう，関連委員に要請

した。

なお，上記報告�－cを受けて，惑星科学分

野の研究者はどの科研費細目に申請しているの

か，との質問があり，後日調査することとし

た。

� ２００１年度地球惑星科学関連学会合同大会につい

ての報告（中澤）

表記大会の組織委員会の引き受け手がいないた

め，表記大会連絡会の下に検討委員会（大谷栄治

委員長）が作られ，対処を議論中である。提案さ

れている案として，日本惑星科学会から「a．運

営の業者依頼，b．参加費の値上げ，c．インター

ネットを用いた電子媒体の導入，の３つの条件の

下で有志による組織委員会を立ち上げる」提案が

なされている。対案として日本電磁気・惑星圏学

会より「現関連学会の年回を同一時期・同一場所

で開催する」提案がある。

２．議題

� 学術会議の改革について

報告事項�－bを受けて，学術会議の改革及び

地球物理研究連絡委員会の改革について意見交

換，検討を行った。

ａ．学術会議の改革について

今回の総会で取り上げられた改革案は，現行

法に基づいたものであるためか，思い切った改

革案とはなっておらず，現状の改善にとどまっ

ている。日本学術会議の機能拡大と強化に係わ

る思い切った改革を期待したい。例えば，研究

教育に係わる国策規模の評価機能や調査機能を

有すること（昨今短期的な成果を求める安直な

“評価”が横行しており，この風潮は特に理学

にあってはなじまない。本来あるべき評価がな

されることが前提条件となる。）や，積極的に

国際会議等開催を積極的にバックアップするこ

と，等が考えられる。

ｂ．地物研連の改革について

地球惑星科学が深化する一方で，旧来の分野

を超えた‘学際的’研究が活発に進められてい

る。このような地球惑星科学分野の実状にあわ

せ，また，将来のより一層の発展を促すため

に，日本学術会議の改革を機に研連組織を抜本

的に見直す必要がある。その観点から

� 地物関連研連の統合化（７研連の廃止と専

門委員会化）

� 地物研連の枠を超え，地球科学関連研連の

統合化

� 地物研連名の変更，例えば地球惑星科学研

連

� IUGGに対応した日本側組織創設に向け

た準備

等について，種々意見交換があった。その結果

上記４項目のうち，�と�に関しては，次回の
地球物理研連に提案することとし，提案書

（案）は委員長が起案，各委員・オブザーバー

に回覧し，意見を求めた上で荒牧地物研連委員

長に提出することとした。

� 惑星科学分野の将来計画については，資料不備

のため，次回議題に持ち越すこととした。

２０００年度地球化学研究協会学術賞「三宅賞」

および研究助成候補者の募集

地球化学研究協会より，「三宅賞」および研究助成

候補者の推薦依頼がありました。下記の要領で応募し

て下さい。

１．三宅賞

対象：地球化学に顕著な業績をおさめた科学者

表彰の内容：賞状，副賞として賞金３０万円，毎年１件

（１名）

応募方法：所定の用紙に必要事項を書いて下記のあて

先へ送付

締切：２０００年８月３１日

２．研究助成

対象：海外シンポジウムに出席・論文を発表し，また

は海外の学術研究調査等に参加する地球化学の

若手研究者。下記締切日に４０歳未満であるこ
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と。

助成内容：１件１０万円，毎年数件。

応募方法：所定の用紙に略歴，研究業績の他，海外調

査などに関しては対象地（国名，地域

名），目的・計画，推薦理由，同行者など

を記入し，海外のシンポジウム出席につい

ては国際会議名（主催団体，開催場所，開

催年月日），発表論文題目，推薦理由及び

推薦者氏名・肩書きを書いて，下記のあて

先へ送付。

締切：２０００年８月３１日と２００１年１月１５日の２回

３．応募先：地球化学研究協会

〒１６６―００２２ 東京都杉並区高円寺北４―２９―２―２１７

Tel：０３―３３３０―２４５５（Fax兼用）

なお賞・助成とも，詳細な応募要領と応募用紙が本

学会（庶務幹事）にありますので下記宛にご請求下さ

い。

坂田 将

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―３

工業技術院地質調査所地殻化学部

Tel：０２９８―６１―３７２０，Fax：０２９８―６１―３５３３，

E−mail : ssakata@gsj.go.jp

２０００年度（第２７回）日産学術研究助成

候補者推薦依頼について（学会推薦）

本年度の標記研究助成に関する推薦依頼は４月末日

現在，まだ日本地球化学会に届いていませんが，次号

のニュースでは締め切りに間に合わなくなる恐れがあ

り，現在確認されている情報に基づき，以下にご案内

申し上げます。

１．推薦枠 これまで学会推薦の対象となる助成は一

般研究（４０歳前後）と奨励研究（３５歳以下）でした

が，今年から一般研究がなくなり，奨励研究のみと

なります。また奨励研究の年齢制限は４０歳以下に変

更となります。一般研究の廃止に伴い，奨励研究の

年齢上限を拡大（４０歳以下）し，採用予定件数を増

加，また平成１２年度の奨励研究採択者から研究開始

の１０ヶ月後に申請を受付け，選考により，助成期間

延長，助成金追加，共同研究への拡大等の道が用意

されます。このほか日産科学振興財団直接受付の，

総合研究助成，海外共同研究助成の採用件数が拡大

されます。以上のように，一般研究助成廃止に伴う

一般研究応募者層への対応がなされる予定です。

２．推薦件数 件数に制限は有りません（原則として

全件推薦）。

３．選考基準 日産科学振興財団では次の基準により

審査・選考が行われます。

１）適合性：一般的に公的な助成金を得にくい，若

手の独立した研究か。

２）重要性：内容が，独創的，先駆的で学術的意味

が大きいか。

３）明確性：研究目的が明確であり，さらに研究計

画，体制など十分検討されており，実現性が高

いか。

４）期待性：研究者の研究経歴から見て高い成果が

期待できるか。あるいは将来の発展が期待でき

るか。

４．推薦者 本学会の会長より推薦を行います。

５．推薦手続き 所定の推薦用紙を本学会庶務幹事

（下記）にご請求いただき，必要事項を記入の上，

庶務幹事宛にお送り下さい。７月３１日�必着。
坂田 将

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―３

工業技術院地質調査所地殻化学部

Tel：０２９８―６１―３７２０，Fax：０２９８―６１―３５３３，

E−mail : ssakata@gsj.go.jp

６．その他 本年度募集の詳細につきましては，５月

上旬に日産科学振興財団のホームページ（http : //

www.t３．rim.or.jp/¯at０２−nsj/）に公開されるとの情

報を得ておりますので，ご参照下さい。

２０００年度第２回鳥居基金助成の募集について

２０００年度第２回鳥居基金助成の応募の締め切りは

２０００年７月末日となります。本学会ホームページ，及

び「地球化学」の会員名簿号に応募要項がありますの

で，ご参照の上，応募書類を提出して下さい。

提出先：

〒１１３―８６２２ 東京都文京区本駒込５―１６―９

㈱日本学会事務センター内

日本地球化学会鳥居基金委員会

なお本件に関する問い合わせは庶務幹事（下記）ま

で。

坂田 将

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―３

工業技術院地質調査所地殻化学部

Tel：０２９８―６１―３７２０，Fax：０２９８―６１―３５３３，

E−mail : ssakata@gsj.go.jp
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北海道大学大学院地球環境科学研究科の

教官公募のお知らせ

表記公募の案内が参りましたのでお知らせいたしま

す。

本研究科では，さきに「助教授または講師」の募集

をしてまいりましたが，適任者の応募が得られません

でしたので，下記の要領により教官の再公募を致しま

す。なお，専門分野，構成員については前回と若干異

なっております。

記

１．公募人員：助教授１名

２．所属：地圏環境科学専攻，地球環境変遷学講座

３．専門分野：地球化学，地質学のいずれかの分野に

係わり，地球環境変遷，古海洋環境に関する研究と

教育を行う熱意にあふれた方。本研究科大学院学生

ばかりでなく理学部地球惑星科学科学生の教育およ

び全学教育にも携わって頂くことがあります。

４．年齢・国籍：特に問いませんが，３５歳以上が望ま

しい。

５．提出書類：

� 履歴書

� 研究業績リスト（原著論文，総説，その他）

� 主要論文の別刷またはコピー（５編）

� これまでの研究概要と今後の抱負（２，０００字以

内）

６．応募期間：平成１２年６月３０日� 必着

７．着任時期：できるかぎり早い時期

８．書類送付先：

〒０６０―０８１０ 札幌市北区北１０条西５丁目

北海道大学大学院地球環境科学研究科

地圏環境科学専攻 南川雅男 宛

（応募書類と朱筆し，簡易書留で送付すること）

９．当該講座教官

教授：大場忠道（１８Oと１３Cによる古環境復元）

教授：南川雅男（有機・同位体地球化学による古環

境復元）

助教授：長谷川四郎（底生有孔虫による古環境復元）

助教授：（本公募）

助手：（別途公募中）

１０．問い合わせ先：

大場忠道

Tel：０１１―７０６―２２３３，Fax：０１１―７０６―４８６７

oba−tad@ees.hokudai.ac.jp

第２２回宇宙ステーション利用計画

ワークショップ開催計画

会合名

第２２回宇宙ステーション利用計画ワークショップ

開催日時

平成１２年６月２８日� ９時３０分～１７時００分

６月２９日� ９時３０分～１７時３０分

６月３０日� ９時３０分～１７時１０分

開催場所

砂防会館 シェーンバッハ・砂防

（〒１０２―００９３ 東京都千代田区平河町２―７―５）

会合の内容：宇宙ステーション利用に関する我が国の

推進体制，宇宙環境利用研究の実施状況等につい

て，利用者の理解を深め，利用の拡大を図るととも

に，利用者の意見をとりまとめ，今後の宇宙ステー

ションの利用計画等に反映する。

主催者名：科学技術庁（予定），宇宙開発事業団

協賛・後援団体名：２８の学会の協賛（予定）

参加費：無料

詳細問い合わせ先：

�宇宙環境利用推進センター
宇宙実験推進部 担当：米／野村

〒１６９―８６２４ 東京都新宿区西早稲田３―３０―１６

Tel：（０３）５２７３―２４４２，Fax：（０３）５２７３―０７０５

（参考）宇宙開発事業団ホームページ：

http : //jem.tksc.nasda.go.jp/utiliz/workshop/in-

dex.html

東北大学大学院理学研究科地学専攻

地球物質科学科教官公募のお知らせ

表記公募の案内が参りましたのでお知らせいたしま

す。

記

公募職種：教授 １名

公募分野：資源環境地球化学分野

着任予定：決定後，可能な限り早い時期

提出書類：

１）履歴書（市販用紙使用，署名捺印）

２）研究業績目録（審査付き論文，著書，その他諸報

告に区分）

３）主要な原著論文別刷りまたは著書１０編（コピー

可）およびそれらの説明（各論文・著書につき４００

字程度）
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４）教育研究活動の概要（書式自由，２，０００字程度）

５）教育研究活動の記録（内外の学会活動，受賞歴，

各種研究費受領歴，非常勤講師歴，公的機関の委

員歴，その他教育研究活動として参考になる事

項）

６）今後の教育・研究の計画・抱負（２，０００字程度）

応募締め切り：２０００年１０月３１日	 必着

封筒の表に「教官応募書類在中」朱書し，簡易書留

にて郵送すること。

書類の送付及び問い合わせ先：

〒９８０―８５７８ 仙台市青葉区荒巻字青葉

東北大学大学院理学研究科地学専攻 大谷栄治

Tel：０２２―２１７―６６６２（ダイヤルイン）

Fax：０２２―２１７―６６７５

E-mail : ohtani@mail.cc.tohoku.ac.jp

教室のホームページ：

http : //www.ganko.tohoku.ac.jp

熊本大学理学部地球科学科

教官公募のお知らせ

表記公募の案内が参りましたのでお知らせいたしま

す。

記

１．職名・人員：教授 ２名

２．所属講座：�地球変遷学講座
�地球物質科学講座

３．応募資格：

�大学院博士課程で微化石層位学あるいは海洋環境
特論を担当出来る方。

�地球物質科学を専門とされる方で，特に火山学・
火山地質学分野の方を希望します。

�，�とも，学位（博士）を有し，大学院博士課
程での研究指導が出来る方で，野外地質調査を通じ

ての教育・研究が可能な方が望ましい。

４．着任時期（�，�とも）：決定後なるべく早い時
期を希望します（遅くとも平成１３年４月まで）。

５．提出書類（�，�とも）：
�履歴書（頭に「地球変遷学講座応募」あるいは「地
球物質科学講座応募」と記して下さい。E−mail

addressのある場合は連絡先として明記して下さ

い。）

�業績リスト（論文については査読の有無を区別し
て下さい）

�これまでの研究経過（１，０００字以内）及び今後の

教育・研究計画（１，０００字以内）

�応募者について意見を伺える方２名の氏名と連絡
先


主要論文の別刷またはコピー（５編）
６．公募締め切り（�，�とも）：平成１２年７月３１日
� 必着

７．書類提出先：

〒８６０―８５５５ 熊本市黒髪２丁目３９―１

熊本大学理学部地球科学科 学科長 嶋田 純 宛

Tel：０９６―３４２―３４１１（教室事務）

０９６―３４２―３４１９（嶋田研究室）

Fax：０９６―３４２―３４１１

E−mail : jshimada@sci.kumamoto−u.ac.jp

８．応募上の注意：書類は封筒に「地球変遷学講座教

官応募」あるいは「地球物質科学講座教官応募」と

朱書きし，簡易書留で郵送して下さい。

（参考）

熊本大学理学部地球科学科は２大講座からなり，４

月１日現在，下記のような人員構成になっています。

本公募による教官は，採用後大学院自然科学研究科

（博士前期・後期課程）を併任していただくことにな

ります。

・地球物質科学講座

渋谷秀敏（教授：古地磁気学）

西山忠男（教授：岩石学）

磯部博志（助教授：鉱物学）

横瀬久芳（助手：地球化学・岩石学）

・地球変遷学講座

岩崎泰頽（教授：古生物学）

尾田太良（教授：微古生物学・古海洋学）

嶋田 純（教授／学科長：水文学）

長谷義隆（助教授：層位学・古生物学）

松田博貴（助教授：堆積岩石学）

秋元和實（講師：微古生物学・古海洋学）

豊原富士夫（講師：構造地質学）

木元（徐）学東（助手：微古生物学・古海洋学）

講師以上の地球科学科教官は大学院自然科学研究科

を併任しています。

地球科学科兼担教官

・大学院自然科学研究科

本座栄一（教授／大学院専任：海洋地学・テクト

ニクス）
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東京大学大学院理学系研究科

地球惑星科学専攻地球生命圏科学

講座教官の公募について

表記公募の案内が参りましたのでお知らせいたしま

す。

記

１．職種・人員：教授または助教授 １名

２．所属講座：地球生命圏科学講座

３．専攻分野：生命圏物質科学分野

４．応募資格：学位（博士）を有し，大学院博士前

期・後期課程での研究指導を担当できる方

５．着任時期：決定後なるべく早い時期

６．提出書類

�履歴書
�業績目録（査読の有無を記した原著論文，著書，
総説，報告書に分けて記載すること）

�これまでの研究経過（２，０００字程度）

�主要論文５編の別刷またはコピー

自薦の場合は，今後の研究・教育計画・抱負
（２，０００字程度）

�応募者について意見を伺える方２名の氏名と連絡
先

７．公募締め切り：平成１２年７月３１日� 必着

封筒の表に「地球生命圏講座教官応募」と朱書き

し，簡易書留にて郵送すること。

書類の提出先および問い合わせ先

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科

地球惑星科学専攻 専攻長 松浦充宏 宛

Tel：０３―５８４１―４３１８（ダイヤル・イン）

E-mail : matsuura@eps.s.u−tokyo.ac.jp

付記：東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻

の概要および生命圏物質科学分野の詳細については

ホームページ（http : //www.eps.s.u−tokyo.ac.jp）を

ご覧下さい。
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皆様の情報・原稿をお待ちしています。地球化学に関連した研究集会，シンポジウムの案内，人材募集，

書評，研究機関の紹介など何でも結構です。編集の都合上，電子メール，フロッピー（マックもしくは Dos

/Vいずれでも結構です）での原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の

発行は２０００年８月上旬頃を予定しています。ニュース原稿は７月下旬までにお送りいただくよう，お願いい

たします。また，ホームページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者

中井俊一

〒１１３―００３２ 東京都文京区弥生１―１―１

東京大学地震研究所

Tel：０３―５８４１―５６９８，Fax：０３―５８０２―３３９１，

E−mail : snakai@eri.u−tokyo.ac.jp

鍵 裕之

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科附属地殻化学実験施設

ニュースへ記事やご意見をお寄せください
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